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太盛工業のタイ工場が本格稼動を開始しまし

た。このタイ工場の生産可能数は月産 120 万個

で、大阪本社工場の 2 倍の生産能力を備えていま

す。今後はこのタイ工場と本社工場の両方を活用

し、数十個の小ロットから量産品まで、お客様のご

要望に応じて幅広く対応が可能です。精密ＭＩＭ

部品は太盛工業にお任せください！ 

太盛工業は従業員 40 名の、いわゆる町工場であ

りますが、博士号取得者 5 人が在籍し、社内で技術

研究を行っています。その研究の成果は展示会や

学会等で精力的に行っていますので、太盛工業、そ

してＭＩＭ技術にご興味・ご関心のある方は、ぜひ今

後開催される展示会場までお越しください！ 

＜展示会・学会 予定＞ 

3 月  OZ 2013 (京都) 

4 月  ハノーバーメッセ 2013 (ドイツ) 

OZ Workshop 2013 (台湾) 

5 月  粉末冶金 春季大会 (早稲田大) 

6 月  MD&M 2013 (アメリカ) 

9 月  機械学会年次大会 (岡山大) 

Euro PM 2013 (スウェーデン) 

10 月  Fuel Cell Seminar &  

Energy Exposition 2013(アメリカ) 

11 月  Medica 2013 (ドイツ) 

微細形状部品の測定は、一般的に難度が高く、

2 つ大きな課題があります。ひとつは測定基準点を

決めることが難しいこと（≒ワーク固定が難しい）、

もうひとつは物理的な測定がそもそも困難であるこ

とです。前者は測定用冶具を作成することである

程度の範囲で対応が可能ですが、後者の課題は

そもそも三次元測定器のプローブやノギスを測定

箇所自体に当てることが物理的に不可能なケース

が数多く存在するため、解決が難しい課題です。 

これらの課題を、太盛工業では三次元非接触式

の形状測定器を用いてクリアしています。超精密

MIM の測定のため、ドイツメーカーＧＯＭ社の、日

本にもまだ限られた数しか存在しない形状測定器

を導入しています。この測定器では、複数のカメラ

でワークの画像を同時に撮影、ＣＡＤデータと照

合して、2μm の精度で迅速な測定が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

例えば、下記の写真は斜め状の歯すじを持つヘ

リカルギヤですが、サイズが小さく、微細形状のた

め通常の測定器での測定が困難な代表例です。

太盛工業ではこのような部品でも、前述の測定器

を用いることで正確な測定を行うことを可能にして

います。ＭＩＭによる微細形状部品の製作をご検

討の際は太盛工業に一度ご相談ください！ 

１.微細形状部品 測定のポイント 
測定困難な部品も精度保障が可能です 

３.太盛工業タイ工場が本格始動
製品の安定供給はＭＩＭメーカーの使命です 

４.今後の展示会・学会情報 
太盛工業は研究開発型の町工場です！ 

２. MIM 磁性部品開発の最前線 
MIM を用いた高機能 磁性部品製造 

「金属射出成形 技術ニュースレター」は、 

金属射出成形に関する開発・設計者向けの技

術情報をお伝えする技術ニュースレターです。 

印刷の上、ぜひ貴社内でご回覧ください！ 

微細形状部品のネットシェイプ製造が可能 

 

磁力を保持する力が小さく、透磁性が大きい材

料のことを軟磁性材料と呼びます。 軟磁性材料は

磁場の影響下では強く磁化されますが、磁場が存

在しない場合は磁力を持たない性質を持ち、多く

の業界で利用される付加価値の高い材料です。 

軟磁性材料の部品は主に家電機器やコンピュー

ター関連の事務機器、あるいは一般産業機器部品

として採用されており、現在では各種空油圧機器、

自動車エンジンの燃料噴射装置の電磁弁をはじめ

として、ソレノイドコア、インジェクタコア、プランジャ

ー、トルクセンサコア、各種センサー等、さまざまな

用途で用いられています。 

特に軟磁性部品の中でも、高精度や微細形状を

要求される部品の多くは、現状切削加工や粉末冶

金法を用いて製作されていますが、課題も数多く存

在しています。そこで太盛工業では MIM による磁

性部品の製造研究に取り組み、実用化に至る所ま

で漕ぎ着けることができました（経済産業省 戦略

的基盤技術高度化支援事業 採択）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

MIM 技術の特徴である、複雑形状への対応、大

ロットへの対応、高い材料歩留まり性を活かした形

で、ネットシェイプでの軟磁性部品 製造へ応用す

ることができ、軟磁性部品を高精度で製作可能で

す。フェライト系ステンレスから Fe3Si、パーマロイ

といった材質まで製造可能です。寸法精度は±

0.2％、密度は粉末冶金を大きく超える98％まで製

造可能で、切削加工と比較すると、形状によります

が 1/10 まで製品 1 個当たりのコストを下げることも

可能です。高精度 軟磁性部品の量産製造をご

検討の際は、太盛工業にご相談ください！ 
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・製品の高密度化が可能 

・複雑形状の成形が可能 

・大ロット対応が容易 

MIM 
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ＭＩＭによる工法変換のメリット 

 

タイ工場外観(左)と現地スタッフ(右) 

GOM 社(ドイツ) 

ATOSⅢ Triple Scan 

初めまして、太盛工業 

統括責任者の横田で

す。現在はタイ工場立

ち上げに伴ってタイに駐

在し忙しい毎日です。趣

味はガンプラ作りで、右

下は力作のνガンダム

です。ガンダム好きの方

は 私 に 是 非 お 声 が け

を！今後も太盛工業を

よろしくお願いします！ 

太盛工業の社員が語る今月のコラム

タイ工場前にて。私は 

中央ではなく右端です。

自信作、νガンダム！ 

それぞれのカメラ単

独の測定系と、2 つの

カメラの組み合わせ

による測定系、合わせ

て 3 つの測定系を持

つ新技術「トリプルス

キャン」方式を導入し

ており、高精度、複雑

形状に対応した、迅速

な測定が可能です。 

測定のイメージ図 

直径φ２mm、高さ３mm

のヘリカルギヤ 


